
学校・家庭・地域の連携協働推進事業 

 

 

 

 

１ ねらい  学校・家庭・地域が連携協働する体制整備を進め、地域と学校の学びの好循環を創り出し、学

校を核とした地域づくり・人づくりを推進することで、コミュニティ・スクールと地域学校協働

活動の一体的な推進について理解を図る。 

  

２ 主 催  山形県教育委員会  

 

３ 共 催  最上地区生涯教育推進協議会 最上地区社教倶楽部 

 

４ 主 管  最上教育事務所 

 

５ 期 日  令和６年７月９日（火） 

 

６ 会 場  最上広域交流センターゆめりあ ２階会議室 

 

７ 対 象 ・小中学校・義務教育学校職員(学社連携推進員、社会教育主事有資格教員等)：各校１名以上 

      ・最上地区各市町村教育委員会職員で以下の関係者から取りまとめ 

       最上地区生涯教育推進協議会理事、学校運営協議会関係者、社会教育主事有資格の市町村職員 

       社教倶楽部会員、地域学校協働活動・放課後子ども教室関係者 

（統括的な地域学校協働活動推進員、地域学校協働活動推進員、統括的な地域コーデイネータ

ー、地域コーデイネーター、協働活動支援員、協働活動サポーター、学習支援員）、読み聞か

せサークル連絡協議会員 他 

 

８ テーマ  なぜコミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進が望まれるのか 

                      ～C.S.の実効性を高める「熟議」の理論と実際～ 

        講演：皆川雅仁氏（秋田県生涯学習センター主査（兼）社会教育主事／秋田大学非常勤講師） 

        演習：目標・意識を共有するための模擬熟議 
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10 申込み   右下のQRコードを読み取り、必要事項を入力し送信ください。または、別紙様式をメール 

か FAXで最上教育事務所へ６月27日（木）まで申込みください。 

        ※必要事項は、所属、氏名、社教主事資格の有無、連絡先となります。 

※連絡事項には、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的 

推進に関してのご質問がありましたら御記入ください。 

 

 

 

 

 

お問合せ先  最上教育事務所 社会教育課（担当 今田 博之 ＴＥＬ ２９－１４４１） 

               指 導 課（担当 佐藤 公大 ＴＥＬ ２９－１４３７） 

                              FAX  ２３－５５７３ 

 

令和６年度 

地域とともにある学校づくり研修会 兼 社会教育主事有資格教員等研修会開催要項 


